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サブテーマD1 課題の背景と挑戦
• 異なる医療機関の医療データ統合と活⽤が困難

• 電⼦カルテシステム、各種部⾨システムのデータへのアクセス⽅法が様々である
• 取り出したデータのフォーマット（TXT, CSV, XML, JSON…）も様々である
• フォーマットが同⼀でも、データの項⽬名や意味的内容が統⼀されていない
• つまり、医療データを取りだし解析に供するまでの⼿間が膨⼤

• 本研究提案の主な開発
1. 医療データを病院内でHL7 FHIRに標準・統合化し蓄積・管理する仕組み
2. 認定匿名加⼯事業者を通し、デジタルツインに適切にデータ投⼊できる仕組み
3. 研究分担病院（１7施設）において実証
4. 各医療情報システムベンダーが製品化することで社会実装

デジタルツインの燃料となる「データ」を創り出す 1



HL-7: 医療情報のグローバル標準規格

• 医療情報のデータ構造とシステム間の連携⽅法を取り決めた国際規格
• 第４世代規格FHIRはWeb技術を全⾯的に採⽤。ツールも豊富に公開
• 国際的に急速に普及。本邦では厚⽣労働省３⽂書６情報がFHIR準拠

CSVデータ オブジェクト指向 ⽂書記録も対象 Web技術を採⽤
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FHIR （標準規格）が普及するとどうなる？

3



FHIR （標準規格）が普及するとどうなる？
PHR普及による健康管理の⾃分ごと化

有事
緊急対応

健康経営⽇常
健康管理

医療者
コミュニケーション

新しい
産業の発展

健康
ライフログ

• 診療記録共有：病院・薬局・介護施設・⾃治体
• 診療への参加：マイナポ経由でのカルテアクセス
• カルテアクセス制御/研究参加への制御
• リビングウィル（事前の意思表⽰）の共有
• 詳細な医療の質/経済性の評価

⾼度化する全国医療情報プラットフォーム

臨床研究の促進

• 症例登録の促進
• FHIR to OMOPがん登録 C-CAT

NDB バイオバンク
DPC-DB

難病DB⼩慢DB
介護DB MID-NET

公的レジストリの⼤規模化

4



第三期 2023.8〜 2028.3

（PD: 永井良三）



組織横断的な医療データ収集基盤の概要
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研究体制
研究開発責任者：河添悦昌（東京大学）
役割：全開発テーマの研究総括・FHIR仕様全般の策定

(1)-3主要部門系情報システムのデータエクスポート機能の指揮・導入推進

共同研究開発機関11機関12名
・東北大学
・自治医大
・自治医大埼玉
・国立循環器病研究センター
・大阪大学
・愛媛大学
・九州大学
・熊本大学
・順天堂大学
・がん研有明
・国立成育医療研究センター

共同研究開発機関（11）
・帝京大学

共同研究開発機関（9）
・京都大学

共同研究開発機関（16）
・匿名加工医療情報公正利用促進
機構

共同研究開発機関（13）
・国立がん研究センター

共同研究開発機関（12）
・千葉大学

共同研究開発機関（18）
健康医療情報標準流通基盤技術
研究組合

共同研究開発機関（17）
NeXEHRS

(1)-3 部門データエクスポート機能

(2) リアルタイム診療支援サービス

社会実装担当

社会実装・渉外調整担当

社会実装・渉外調整担当

医療データ基盤構築による組織
横断的な医療情報収集の実現・

総括補佐

(1)-4 デジタルツイン対応クラウド
サービス

共同研究開発機関（3）
・国立国際医療研究センター

社会実装担当

(4)匿名加工事業者連携システム

協力者・機関
宍戸常寿教授 (東大法学部)

協力者・機関
山口育子氏 (COML)

法制度の助言 アウトリーチ

(1)-1 FHIR準拠入力テンプレート開発
（JASPEHR）

協力者・機関
循環器学会

専門家よりの助言・支援

(4)匿名加工事業者連携システム

⼤学・医療機関等
20機関・２１名

外部有識者 ２名

社会実装担当

協⼒ベンダー33

(1)-3 部門データエクスポート機能

(1)-3 部門データエクスポート機能

(3) 日々レセプト解析基盤

(1)-3 部門データエクスポート機能

(1)-5診療行為自動認識記録システム

(1)-3 部門データエクスポート機能



2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

研究開発⽬標 要素技術開発
（TRL4） 

要素技術の結合
（TRL5） 

5病院以上で構築
（TRL6） 

ベンダー4社以上で製品化事業化計画策定。
15病院以上でデータ投⼊（TRL7、BRL6）

(1)
FHIR
準拠
医療
データ
⽣成
システ
ム

1)FHIR準拠電⼦
カルテ⼊⼒テンプ
レートシステム

3)共通パッケージ
(統合FHIR変換/
匿名化・同意管理
等データマネジメ
ント)

3)部⾨系情報シス
テムFHIR出⼒
4)クラウドサービ
ス（標準コード変
換等）
5)診療⾏為⾃動認
識記録システム
(京都⼤学)

(2) 診療⽀援情報提供

(3) ⽇々レセプト動態解析

(4) 匿名加⼯事業者連携

各施設
FHIRアダプタ導⼊

FHIRアダプタ
アップデート各施設へ統合⽤サーバ導⼊

統合システム／匿名化管理／データ抽出送信／
PHR対応システム開発

FHIR対応部⾨システム開発／導⼊

開発 開発継続＋テスト・サービス運⽤

開発継続＋テスト・サービス運⽤

⾃動認識記録システム開発 開発継続＋テスト・サービス運⽤

各施設への⽇々レセプト 出⼒導⼊
⽇々レセプト解析可視化システム開発 開発継続＋テスト・サービス運⽤

テスト・運⽤

開発継続＋テスト・サービス運⽤

診療⽀援サービスの開発 開発継続＋テスト・サービス運⽤

仕様検討／設計 匿名加⼯FHIR化システム開発 開発継続＋テスト・サービス運⽤

テンプレート定義／FHIR出⼒システム導⼊
定義エディタ開発 ターミノロジー・テンプレート

ライブラリ管理システム開発



• FHIR標準化による医療データ統合と利活⽤の基盤整備
• ⾼いリアルタイム性で利活⽤できる新しい情報基盤
• データにもとづいた医療の把握と資源配分の効率化
• 臨床医学的な発⾒を通した産業界・アカデミア業界の発展

• FHIR仕様の策定だけではなく社会実装がゴール
• システムベンダの皆様が製品化し販売することで全国に普及
• 仕様はオープンとし協⼒ベンダー以外にもご利⽤いただく
• システムベンダの皆様に標準化を促進いただく機会

• これからの医療に必要な制度の議論と⼈材の育成
• 医療データを利活⽤するプロフェッショナル育成
• 次世代医療基盤法の普及に向けた提⾔
• 医療データの利活⽤に関する法制度のあり⽅

テーマD1が⽬指すところ

東京⼤学／東⼤病院
医療RWD活⽤⼈材育成講座
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